
令和４年度新潟地方最低賃金審議会 

第１回新潟県最低賃金専門部会議事要旨 

開催日時 出席状況 

 

令和４年８月１日 15時20分～16時50分 公益３/３ 労働者側２/３ 使用者側３/３ 

 ○主な審議事項 

  １ 部会長及び部会長代理の選出について 
   ・部会長に長谷川委員、部会長代理に鈴木委員を選出した。 
  ２ 新潟県最低賃金専門部会運営規程の改定について 
   ・議事録の署名廃止について承認された。令和４年８月１日施行。 
  ３ 新潟県最低賃金の審議について 
   ・事務局から資料について説明。労使委員より審議に関する基本的な考え方の意 
   見表明があった。 
  ４ 今後の審議日程等について 
   ・8/2から8/4までの専門部会において審議を行い、8/5に答申をいただく予定。 
 ○主な意見の要旨 

  １ 労働者側委員の主張 
   ・引上げに対する考え方は、ここ数年と変わっておらず、最初に主張したいのは、

最低賃金はセーフティネットとしての役割を果たすことのできる水準でなくては
いけない。 

   ・連合リビングウエイジの2021年データでは、新潟県で単身、１DKの賃貸、車無
しの生活で最低でも時給1,000円が必要であり、必要最小限の生計費として見てい
ただきたい。現在の新潟県の最低賃金額はこの1,000円にもほど遠い。 

   ・地域間格差と雇用形態間格差を是正していかなければならない。新潟県の最低
賃金額は関東北信越では下から２番目の低さであり、一般労働者の所定内給与も
他県と比較して低い。対して、新潟市等の生計費は全国よりも高くなっているこ 

   とからも、生計維持のため、少なくとも全国平均より高い賃金水準が必要。雇用 
   間格差について、最低賃金額の水準は高卒初任給を意識しなければならない。 
   ・今年に入っての消費者物価指数の急激な上昇も加味しなければならない。 
   ・企業物価指数の上昇、収束しない新型コロナウイルス感染症、宿泊業・飲食サ 

ービス業等の売上高経常利益率がコロナ禍以前より低下していることは承知して 
いるが、全体としては改善傾向にある。有効求人倍率も着実に上昇しており、そ 
の他の指標からも新潟県の最低賃金を全国平均に引き上げる理由は揃っている。 

  ２ 使用者側委員の主張 
   ・近年、特に昨年の中賃の目安についての問題点を述べた。 
   ・政府の「新しい資本主義のグランドデザイン及び実行計画」に留意し、県内の

三要素の状況に基づき議論したい。 
   ・今年の中賃の目安について、労使双方から強く求められているとおり、明確で

納得性のある根拠を示してほしい。 
   ・最低賃金の改定に関し、最低賃金の目的・意義と法に定める三要素に基づく検

討を求めたい。 

 


